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合エナメル上皮と口腔粘膜上皮の癒合が起きたのに対して，第 2 岐頭と第 3 岐頭相当部では歯堤が頬舌
的に拡大し，歯脹と口腔粘膜上皮の間は広範な上皮細胞集団が形成され，口腔側と歯陸側の両方から角
化の進行が見られた。








本研究結果により，ラット上顎第 1 臼歯の萌出過程において，第 1 岐頭と第 2 校頭の中間部の歯堤内
に微細構造的および組織化学的に他の粘膜上皮とは異なる成熟過程を示す細胞群があることが明らかに
なり，それらが歯の萌出を誘導し，萌出時期とその位置を決定する要因のーっとなっていることが示唆
された。
論文の審査結果の要旨
本研究は，ラット上顎第 1 臼歯の萌出にともなう歯堤の形態と構造の変化を隣接する歯槽堤粘膜上皮
と比較しながら生後日齢を追って調べたものである。その結果，臼歯の萌出過程で歯堤内の一部にアル
カリフォスファターゼ活性陽性でPAS反応陰性の細胞群が出現することを発見している。そしてこれ
らの細胞群を含む歯堤の細胞の微細構造を透過型および走査型電子顕微鏡によって調べ，他の歯槽堤粘
膜上皮とは異なる角化様式を示すことを明らかにし，その機能的意義について論じている。
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以上のことは，歯堤の形態学的特徴を明確にし萌出過程における歯堤の機能的役割を理解するため
に重要な手がかりを与えたものである。よって，本論文は歯学博士の学位を与えるに値するものである
と認める。
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